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【動機】         

青いフラスコの実験は、古くから知られた化学マジックの一つで、無色の溶液を振り混ぜると青色に変

化し、しばらく静置すると無色に戻る。この実験で、青色に変化した溶液が無色に変化するまでの時間が

予測できないことに疑問をもち、実験条件を検討することにした。 

【方法】         

 実験を行う中で、溶液の濃度だけでなく、溶液を混合する順序や溶液の攪拌方法が、脱色時間に影響を

与えることがわかった。このため、溶液を混ぜる順序を統一し、マグネチックスターラーを用いて同一条

件で攪拌できる方法を開発し、実験を行った。 

【結果】         

水酸化ナトリウム水溶液が濃いほど、脱色時間が短くなった。グルコース水溶液は、6%ほどの濃度で

脱色時間が最も短くなった。メチレンブルー水溶液は、0.03%ほどの濃度で脱色時間が最も短くなっ

た。 

【まとめ】         

青いフラスコの実験で脱色時間をコントロールしたいときには、水酸化ナトリウム水溶液の濃度を 1 

mol/L、メチレンブルー水溶液の濃度を 0.025%とし、その日の温度と容器に合わせて、グルコース水

溶液の濃度を変えて脱色時間を調整すると良い。  

【展望】         

青いフラスコの実験では、繰り返し実験を行ううちに溶液が黄色に変色してしまうという問題もあっ

た。今回の研究では、グルコースを別の物質に代替することで、繰り返し実験しても溶液が変色しない方

法が開発できる可能性も示された。 


